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事業急成長に伴う社内コミュニケーションの課題を 

IT ツールで解決 

2020年 01月 10日|株式会社 FiNC Technologies 

 

 

 

株式会社 FiNC Technologiesは、急成長期に一人の社員が複数の会議を掛け持ちするほど忙しさを極

めていました。 

 

そうしたコミュニケーション方法に危機を感じ、現場での利用から始まったツールを検証し、これを正

式導入することで解消。現在は社員間のコミュニケーションの多くが、オンラインへ移行しています。 

 

 

 

小島さん 「弊社は『一生に一度のかけがえのない人生の成功をサポートする。』というビジョンのも

と、予防ヘルスケア×AIに特化した事業を展開するヘルステックベンチャーです。 

 

人生 100歳時代を迎え、人々がいかに長く、健康で他人のサポートを受けず生きていけるかを“人生の

成功”と捉え、スマートフォン向けヘルスケアアプリ『FiNCアプリ』を通じて、お客様にパーソナライ

ズしたアドバイスを行う事業を主軸としております。また EC モール、法人向けウェルネスソリューシ

ョン等も展開しております。」 
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【課題】急成長に伴い、コミュニケーション量の増大が課題に 

 

小島さん 「創業 4年目あたりから、事業がどんどん拡大し、

社員のコミュニケーション量も爆発的に伸びていました。当

時、社員数は 50 名程でしたが、加速する仕事量に追いつく

ために個人がいくつもの会議を掛け持ちしなくてはいけな

い状態で、物理的な会議でのコミュニケーション形成が困難

になりつつありました。そのような環境下でエンジニア同士

がコミュニケーションツールとして使い始めたのが無料版

「Slack」でした。Slackは使い勝手の良さから利用者が社内

に広がり、開発の仕様書をやり取りするなど、業務に深く関

わるようになってきました。」 

 

【導入】分かりやすいインターフェイスが導入のカギに 

 

小島さん 「現場主導で Slack の利用が始まりましたが、Slack で業務データや仕様書がやり取りされ

るようになると、データセキュリティがきちんと確保されているか、退職社員のアカウントがきちんと

処理されているか等の問題が浮上します。そこで情報システム部がリードして他製品との比較を含めた

『会社としての正式なコミュニケーションツール』の選定を行い、Slack 有料版を正式導入することに

決めました。決め手は、ユーザーインターフェイスが優れ、誰でも直感的に利用できることや APIを使

い他アプリとの連携が取りやすいこと等でした。特に、誰でも直感的に利用できることは栄養士やフィ

ットネストレーナー等、普段 ITに触れない人もいる弊社にとっては大変重要でした。」 

 

 

 

【効果】コミュニケーションに加え Botによる進行管理も実現 

 

 

取締役 CISO 
情報セキュリティ本部 
小島 かおり 様 
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小島さん 「Slack の利用で、一つの会議に出席しながら、オンラインで行われているミーティングに

も参加し発言することも可能になり、同時に仕事を進められることで効率的になりました。何かトラブ

ルが発生した時、Slack 導入前だと発生検知時点で会議室を確保し、関わりのあるメンバーを招集し、

情報共有したのちに誰が何をやるかというアクションを取りまとめていましたが、導入後は Slackでス

レッドが立ち上がり、関係メンバーが招集され、参加メンバーは自分が何をすべきか、すぐに分かるよ

うになりました。各タスクは Bot と呼ばれるプログラムにより監視され、アラートが発せられるため、

進行管理の人的リソースも削減できますし、社内全体の伝達事項からプロジェクトの進行まで、ありと

あらゆるコミュニケーションの舞台が Slack上に移ったことで、人が招集される会議が少なくなったと

思います。」 

 

【展望】将来は Slackをあらゆるツールのインターフェイスに 

 

小島さん 「Slack に限らず、業務効率化ツールはこれまでも積極的に取り入れてきました。しかし顧

客管理、営業管理、交通費精算、勤怠管理などといった業務ごとにそれぞれ最適と思われるツールを別々

に導入してきたため、全体的に非効率になっている部分もあります。その対応策として複数のクラウド

サービスに一つの ID、パスワードでログインできる『One Login』の活用も進めていますが、ツールご

とに画面を開く煩雑さがあります。そこで今考えているのは各ツールのインターフェイスに Slackを使

い、Slack に書き込んだ内容が経費精算や勤怠へ反映される仕組みの開発と導入です。今後も業務効率

化ツールは、ベンダーの大小を問わず評価し、良いものは積極的に取り入れていく方針です。」 

 

 

 

 

 

 

           

     

 

ここからアプリの事例ページはこちら 

 

社名：株式会社 FiNC Technologies 

HP： https://finc.com/  

主な事業内容：アプリ、広告、法人向け、サブスクリプ

ション、ECモール、パーソナルジム 

所在地：東京都千代田区有楽町 1丁目 12-1 新有楽町ビル

5階 

従業員数：367名（2019年 12月 1日現在/グループ会

社・アルバイト・インターン含む） 

設立：2014年 4月 11日 

代表取締役：代表取締役 CEO 南野充則 

https://digiwith.smrj.go.jp/cocoapp/case/rb2u470000002c1k.html

